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第3回 産業競争力強化及び排出削減の実現に向けた
需要創出に資するGX製品市場に関する研究会

『自動車業界におけるLCAの取組と課題』

2024年2月9日

一般社団法人 日本自動車工業会

環境技術・政策委員会 環境政策部会

LCA分科会 田伏 功
（全23ページ）
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背景 (2011年時点)

2011年 JAMA法 目的/目標
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■ カーボンフットプリント（CFP）など、比較可能なLC-CO2排出量の

情報開示（可視化）への要求の高まり

■ 自動車業界におけるLCA結果を公表する団体・企業（部工会、

自動車および部品メーカー）の増加

目的

自動車産業の特徴や実情が考慮された商品間の比較が可能な、

「評価の公平性」、「結果の透明性」および「算出の簡易性」が担保された、

自動車に相応しいLC-CO2排出量の算出方法を検討する
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2011年 JAMA法 概要
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素材製造
＋資源採掘

製造
（部品・車両）

輸送 使用
＋メンテナンス

廃車処理

素材輸送 部品輸送 完成車輸送 廃車等輸送
メンテナンス
部品輸送

【対象製品】：自家用国産乗用車（GV,DV, HEV, EV）＊

＊ガソリン車、ディーゼル車、ハイブリッド車、電気自動車

工程端材
リサイクルは
考慮しない

回収部品の
リサイクルは
考慮しない

燃料製造・消費
主要部品交換

フロン漏洩

各段階の輸送をシナリオ設定

【機能単位】：１１万ｋｍ走行（モード燃費）、１３年間
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2011年 JAMA法 詳細
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１次データは重量と燃費から算出。他は過去の知見から２次データを構築
「評価の公平性」、「結果の透明性」および「算出の簡易性」を達成

排出量 活動量 原単位

青字：１次データ

素材製造
＋資源採掘

製造
（部品・車両）

輸送

使用
＋メンテナンス

廃車処理

素材重量 [kg]
歩留まり率 [%]

加工重量 [kg]

輸送重量 [kg]

車両重量 [kg]

燃費 [km/L] or 電費 [Wh/km]
生涯走行距離 [km]

素材原単位 [kg-CO2e/kg]

加工原単位 [kg-CO2e/kg]

輸送原単位 [kg-CO2e/kg]

廃棄原単位 [kg-CO2e/kg]

燃料原単位 [kg-CO2e/L]
電力原単位 [kg-CO2e/kWh]
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2011年 JAMA法 課題 と 改定コンセプト
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原単位の１次データ化 or ゼロとなる2次データを選択できる仕組みの構築が必要

材料取得 製造 輸送 使用 廃棄

2011年
JAMA法

活動量

素材重量[kg]
歩留まり率[%]

加工重量[kg] 輸送重量[kg] 燃費[km/L]
電費[Wh/km]
生涯走行距離[km]

車両重量[kg]

原単位

素材原単位
[kg-CO2e/kg]

加工原単位
[kg-CO2e/kg]

輸送原単位
[kg-CO2e/kg]

燃料原単位
[kg-CO2e/L]
電力原単位
[kg-CO2e/kWh]

廃棄原単位
[kg-CO2e/kg]

活動量（車の重量）はゼロにならないので、ゼロになり得る原単位の構築が必要

2023年
JAMA法
コンセプト

活動量

素材重量[kg]
歩留まり率[%]

加工エネルギー量
[kWh]

輸送重量[kg]
輸送距離[km]

燃費[km/L]
電費[Wh/km]
生涯走行距離[km]

リユース重量[kg]
リサイクル重量[kg]
廃棄重量[kg]

原単位

素材原単位
[kg-CO2e/kg]

エネルギー原単位
[kg-CO2e/kWh]

輸送原単位
[kg-CO2e/kg/km]

燃料原単位
[kg-CO2e/L]
電力原単位
[kg-CO2e/kWh]

リユース原単位
[kg-CO2e/kg]
リサイクル原単位
[kg-CO2e/kg]
廃棄原単位
[kg-CO2e/kg]

※太字：１次データ

※一部省略して記載
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1. 各社の環境負荷低減の取組が公平に評価できる自動車用LCA手法の構築

2. 関連省庁と連携し、自動車用LCA手法の国際標準化へ意見反映

3. LCA観点での自動車のペインポイントを明確化し、

日本政府や関連業界へCNの取組を協力要請（自工会関連部門と連携）

1. 環境負荷ゼロ社会(CN)に向け、LCA観点での自動車産業のペインポイントを明確化し、

「経済と環境の好循環」を作る、クリティカルヒットとなる政策を各国に提言するため

2. 自動車産業に纏わる各社の環境負荷低減の取組が適正に評価される政策を、

国内課題に限らず各国に提言するため

自工会 LCA分科会の目的・目標

9

目的

目標
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システムバウンダリー
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以下はカットオフ対象とする

• 生産設備等の資本財の
使用時以外の負荷

• 生産工場の建設に係る
負荷

• 副資材のうち、マスク、
軍手などの汎用的な
ものの負荷

• 事務部門や研究部門
などの間接部門にかかる
負荷
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素材製造段階 改定の狙い
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Raw materials Upper processes Lower processes Parts Manufacturing Parts Use

Mining Transport pretreatment Iron making Steel making Transport Hot rolling Cold rolling Surface treatment Transport Machining Transport Use

cold-rolled 
hot-dip 
galvanized 
steel sheet

溶融
亜鉛めっき
鋼板
(電炉)

iron ore

coal

Other
mineral

sintering 
furnace

coke 

oven
coke

transport

transport

transport

limestone

scrap

sintered 
ore

secondary 
refining

Continuous 
casting

cold 
rolling

Annealing
crude 
steel

Hot 
rolling

pickling
Converter

furnace
transport transportpig iron

Hot rolled 
sheet

Coating
cold 

rolled 
sheet

cold-rolled 
hot-dip 

galvanized 
steel sheet

parts transport product

in-process 
scrap

shredder

process material energy transport processing reuse disposal

iron ore

Natural 
gas

Hydrogen

transport

transport

transport

material flow

Not included in recycling flow

Direct  
reduced 

iron

HOT SPOT

other product

Reference: https://www.nipponsteel.com/product/sheet/process/■事例: 部品Dash Panel/鉄鋼材料

Blast 
furnace

Electric 
furnace

Material
Output

技術
進化

上工程

電力

燃料

輸送

その他原料

下工程

スクラップ 粗鋼 冷延溶融亜鉛めっき鋼板

電力

燃料

輸送

その他原料

③電力地域性・
再エネ比率

②再生材率

■技術進化
• 加工プロセス
• 再生材比率
• 電力地域性/
再エネ比率

の反映に繋がる
基準原単位を設定

①加工プロセス

https://www.nipponsteel.com/product/sheet/process/
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部品・車両製造段階 改定の狙い

部品・車両製造
環境負荷
[kg-CO2e]

■2011 JAMA LCA

■新 JAMA LCA

部品・車両
製造

＜重量ベース＞
材料重量[kg] x 製造原単位原単位 [kg-CO2e/kg] 

or 個別部品重量[kg] x 個別部品原単位原単位 [kg-CO2e/kg] 

部品・車両
製造

部品・車両製造
環境負荷
[kg-CO2e]

＜エネルギーベース＞
使用エネルギー量[ex.kWh] x エネルギー原単位[ex.kg-CO2e/kWh]

(燃料製造＋燃料燃焼)

＋資材使用量[kg] x 資材原単位[kg-CO2e/kg]

＋廃棄物発生量[kg] x 廃棄処理原単位[kg-CO2e/kg]

or
＜重量ベース＞
材料重量[kg] x 製造原単位原単位 [kg-CO2e/kg] 

or 個別部品重量[kg] x 個別部品原単位原単位 [kg-CO2e/kg] 

カーボンニュートラルに向けた製造CO2の見える化、削減取組みを促進できるよう2011
年JAMA法の重量ベース算出に加え、エネルギーベースでの算出法を新たに追加
※CNに向けた見える化の為、エネルギーベースの算出を推奨
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輸送段階 改定の狙い

カーボンニュートラルに向けた製造CO2の見える化、削減取組みを促進できるよう2011
年JAMA法の重量ベース算出に加え、エネルギーベースでの算出法を新たに追加
※CNに向けた見える化の為、①⇒④の順での算出を推奨

輸送
環境負荷
[kg-CO2e]

■2011 JAMA LCA

■新 JAMA LCA

輸送 ＜重量ベース＞
輸送重量[kg] x 輸送原単位[kg-CO2e/kg]

輸送

＜エネルギーベース＞
①燃料法=燃料使用量[L] x 輸送原単位[kg-CO2e/L]

②燃費法=1/燃費[km/L] x 輸送距離[km] × 輸送原単位[kg-CO2e/kg]

③改良トンキロ法
=輸送重量[t] x 輸送距離[km] × トンキロ係数[L/t・km]

x 輸送原単位[kg-CO2e/L]

or
＜重量ベース＞
④輸送重量[kg] x 輸送原単位[kg-CO2e/kg]

輸送
環境負荷
[kg-CO2e]
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使用段階 改定の狙い
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エバポ

V2X
エネルギ製造進展

将来燃料

部品交換回数

新 JAMA LCA

エアコン冷媒漏洩量

使用年数

年間走行距離

2011 JAMA LCA

※エバポ、V2Xは概念
のみ考慮し、将来的に
算定方法が確立出来
次第反映する

ポイント 具体的な要素

走行時CO2の平等な比較 型式認可燃費値

多様な選択肢(将来燃料) E-fuel、バイオ燃料の対象

製品の品質 部品交換回数、エアコンガス漏洩量

最新の使用実態 使用年数、年間走行距離、V2X

エネルギー製造の進展 将来の燃料製造・燃焼原単位、電力製造原単位
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廃棄・リサイクル段階 改定の狙い

廃棄環境
負荷

[kg-CO2e]

■2011 JAMA LCA

■新 JAMA LCA

・車両重量[kg]×廃車・ASR処理原単位 0.37
[kg-CO2e/kg]

廃車処理

ASR処理

廃棄環境
負荷

[kg-CO2e]

材料リサイクル

廃車処理工程の対象領域拡大、材料・部品のリサイクル・リパーパス、エネルギー回収に
よる控除をCircular Footprint Formular (CFF) 手法を用いて評価する。

<破砕・ASR処理>

<解体・破砕・分別・全部利用>

廃車処理 ・廃車両重量[kg]×廃車処理 原単位 [kg-CO2e/kg]

ASR処理

適性処理部品
・適正処理部品 重量[kg]

×(廃棄原単位[kg-CO2e/kg]+CFF効果[kg-CO2e/kg] )

・ASRサーマルリカバリー材料重量[kg]

×(廃棄原単位[kg-CO2e/kg]+CFF効果[kg-CO2e/kg] )

・材料リサイクル重量[kg]×CFF効果[kg-CO2e/kg]
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グローバル展開する自動車産業
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自動車用LCAルールは特定の地域・国だけで定める事はできない

自動車を構成する材料や部品は、様々な国から調達され自動車生産国へ運ばれる

自動車は世界中の国々で生産され、様々な国へ輸出される
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国際調和に向けた取組
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自工会からも各SGに参画し、自工会での検討内容を提案し国際調和に貢献
※SG2/SG5はリーダーを担う

自動車基準調和世界フォーラム(WP.29)における
汚染とエネルギーに関する作業部会(GRPE)において
自動車用LCA手法について議論すべく、日本の国交省が提案し承認された

WP.29

GRPE

出展： United Nations and UNECE

Automotive-Life Cycle Assessment
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広範囲なサプライチェーン
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自動車の１台あたりの部品点数は数万点、数千社のお取引先様に支えられている
各お取引先様からのデータ収集が課題となっている
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Ouranos Ecosystemの取組

21

出展：独立行政法人情報処理推進機構 サプライチェーン上のデータ連携の仕組みに関するガイドラインα版

サプライチェーン間における、データを交換・共有するためのプラットフォームを構築中

経産省と主導の下、先行ユースケースとして、自動車用の蓄電池GHG排出量算定を推進中
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まとめ
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⚫ CN取組の評価に向け、自工会で自動車用LCAの
統一ルール作成中

⚫ 国際調和に向けて、国交省と連携し、国連傘下の
GRPEにて提案・推進中

⚫ 経産省と連携し、Ouranos Ecosystemを活用し
たデータトレサビリティシステムの構築を推進中


